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[問 1]　

シンプソン則を用いた数値積分では，関数 f(x)の 3点 (x1, f(x1))，(x2, f(x2))，(x3, f(x3))を通る 2次

方程式で近似する．予習では，下記の 2次方程式で近似した．

f(x) = a(x− x2)
2 + b(x− x2) + c.

この方程式を展開し，

f(x) = Ax2 +Bx+ C.

と表現したとき，係数 A，B，C を a，b，c，x2 を使って表現せよ．

[問 2]　

台形則を用いた数値積分では，

y =

∫ x3

x1

f(x) dx

を (x1 < x3)，

St =
x3 − x1

2
(f(x1) + f(x3))

で近似する．中点則と呼ばれる方法では，yを x1 と x3 の中点 x2 を利用して，

Sm = (x3 − x1)f(x2)

で近似する．yをシンプソン則で近似した解を Ss とする．この近似解 Ss を St と Sm で表現すると，

Ss =
αSt + βSm

γ

となる．このとき，α，β，γを求めよ．このように，シンプソン則は台形則と中点則を α：βで重みづけし

て平均した形式となる．
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